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船舶事故調査報告書 

 

平成２３年９月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員   横 山 鐵 男（部会長） 

委   員   山 本 哲 也 

委   員   石 川 敏 行 

 

            乗揚 

発生日時 平成２３年６月７日 ０７時１０分ごろ 

発生場所 山口県長門市深川湾奥の只の浜海水浴場沖  

長門市仙崎所在の王子鼻灯台から真方位２２４°４,０００ｍ付近 

（概位 北緯３４°２２.３′ 東経１３１°１０.０′） 

事故調査の経過 

 

 

平成２３年６月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 第１１大惠
だいえい

丸、１７トン  

ＹＧ２－８０２９（漁船登録番号）、株式会社協同丸水産 

１４.８８ｍ（Lr）×３.９７ｍ×１.５６ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、６７０kＷ（連続最大）、平成２年１２月１７日 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ５８歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免 許 登 録 日 平成６年６月２日  

免許証交付日 平成２１年２月１０日 

         （平成２６年６月１日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 船底擦過傷 

事故の経過 

 

 

 

 

 

 

本船は、船長ほか１人が乗り組み、６隻の中型巻き網漁業船団（以下

「本件船団」という。）の灯
ひ

船
ぶね

として、平成２３年６月５日１４時００分

ごろ長門市野波
の ば

瀬
せ

漁港を出港し、深川湾の北方約５海里沖の漁場で２晩に

わたる操業を７日０６時００分ごろに終え、帰港することとした。 

 本船は、０６時３０分ごろ、自動操舵で船首目標を長門市青海
おおみ

島北西端

に位置する竹ノ子岩沖に向けて速力約９ノットで南進した。 

船長は、操舵室の椅子に座って単独で操船中、居眠りに陥った。 

本船は、変針予定場所である竹ノ子岩沖を通過したのちも直進を続け、

０７時１０分ごろ深川湾奥の只の浜海水浴場沖の浅所に乗り揚げた。 

船長は、５日１３時３０分ごろ起床したのち、６日０７時００分ごろま

で操業に携わり、同日１２時００分ごろまで睡眠を取ったのちに操業を再

開し、翌７日０６時００分ごろ２晩目となる夜通しの操業を終え、疲労を

感じていた。 

 本船は、自力で離礁したのち、入渠のうえ修理された。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南、風力 ３、視界 良好          

海象：平穏、潮汐 ほぼ低潮時（潮高 約３７cm）  
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その他の事項 本船は、居眠り防止装置を装備していなかった。 

本船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約１.５ｍであった。 

船長は、帰港中、操業明けで疲れていた甲板員に操舵室後方の区画で仮

眠を取らせていた。 

本船は、変針予定場所である竹ノ子岩沖を通過したのち、仙崎瀬戸に向

けて左転する予定であった。 

本件船団は、操業を終えたのち、分散して帰港していたので、当時、本

船付近を航行していた僚船はいなかった。 

本船が乗り揚げた浅所の底質は、砂及び岩であった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、青海島北西方沖から野波瀬漁港に向

けて自動操舵で南進中、単独で操船中の船長が

居眠りに陥ったことから、変針予定場所を通過

して航行し、深川湾奥の只の浜海水浴場沖の浅

所に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、操業により疲労していたことから、

居眠りに陥ったものと考えられる。 

 船長は、帰港中、甲板員に仮眠を取らせてい

たものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が青海島北西方沖から野波瀬漁港に向けて自動操舵で南

進中、単独で操船中の船長が居眠りに陥ったため、変針予定場所を通過し

て航行し、深川湾奥の只の浜海水浴場沖の浅所に乗り揚げたことにより発

生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・甲板員を見張りに就けること 

・操業を終えて帰港する際、互いに異状がないか注意することができる

よう、船団を形成した複数の船舶で航行することを検討すること 

 




